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第２２１回  エフエム栃木放送番組審議会   議事録 

 

 

１  開催年月日    平成２８年９月１２日（月）  １１：００～１３：００ 

 

 

２  開催場所   宇都宮グランドホテル  

 

 

３  委員の出席    委員総数 ６人 

出席委員数  ４人 

 

（１） 出席委員の氏名   片山 貴之 （委員長）  

君島 理恵 （副委員長） 

青木 敬信 

町田 明久 

 

（２） 欠席委員の氏名     早川 冨美子 

畠山 大 

 

（３） 放送事業者側出席者  関根 房三（代表取締役社長） 

床井 和夫（業務推進本部副本部長）  

佐藤  望（放送部長）  

古寺 雄史（放送部課長） 

 

 

４ 議題 （１）番組の試聴及び意見交換  

（２）その他  

（３）次回開催日程について  

 

 

５ 議事の概要 

 

（１）番組の試聴及び意見交換  

８月１１日、２５日放送の生ワイド番組「B-UP」について、試聴と意見交換を行った。  

 

事業者  

長年、平日の朝帯の生ワイド番組として放送している「B-UP」。  

今回は木曜 B-UP の１０時台に７月から新たにスタートした朗読コーナー「モーニングブック」

などの収録コーナーの他、夏休みを取った井出アナウンサーに代わって、若手の黒後聡佑が  

パーソナリティを務めた回の放送などをご試聴頂きます。  
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【  番  組  の  試  聴  】  

 

委員： 

夏休み中の井出さんに代わり、パーソナリティを務めた黒後さんは、趣味の山登りの話を  

自らの実体験エピソードを交えて話したり、リオ・オリンピックの速報などにも落ち着いて  

対応したりと、とてもしっかりと代役を務めあげていた。  

また、この日が、初めての山の日の祝日ということもあり、山に関連した選曲も多くあって、  

タイムリーで楽しい放送になっていた。  

 

委員： 

黒後さんは声質も良く、トークは爽やかで、一生懸命さも伝わってきて好印象を持ったが、  

原稿読みでの不安定さがあり、「サ」行の発声や、語尾に「…ね」を多用する癖が気になった。 

また、芸能コーナーでは、記事を伝えた後の自身の感想のパートが、割とあっさりとしていて、 

メリハリがあまり感じられなかった。こういった個性を表現するチャンスでは、リスナーからの  

共感を集められるよう、話す内容については深く、かつ丁寧に話すように気をつけてほしい。  

 

委員： 

井出さんは、声のトーンが明るく、親しみやすい人柄がトークから感じられた。  

また、話に注目させるポイントをきちんと押さえて話を進行していて、  

とても機転の利くアナウンサーに成長していると感じた。  

ただ、時折、高い声が鼻声ぎみで甘すぎる声に聞こえることもあり、  

そろそろ、年齢相応の落ち着きのある声もほしいと思った。 

 

委員： 

井出さんが母親とのエピソードを紹介する際、「お母さん」という普段の呼び名を  

そのまま使って紹介していた。ラジオの放送では、「母親」と言い換えるべきだ。  

 

委員： 

「洗濯大好き」のコーナーは宣伝に偏ることなく、聞いて得する情報が得られるとても良い  

コーナーだ。  

 

委員： 

「モーニングブック」のコーナーは、活字を音で紹介しようという取り組みは評価出来るが、  

その放送時間帯を考えると、誰に向けてどういう狙いでやっているのか、いささか疑問を感じる。 

  また、番組のリスナー層と紹介作品のマッチングにズレがあり、興味を持てる話でなければ、  

放送を最後まで聞いてもらえないのではと思う。  

 

委員： 

また、井出さんの「…ました。」という語尾を強めに言い切る癖が気になった。  

朗読では、語尾の最後まで発声を意識した上で伝えてほしい。 

 

事業者： 

アナウンサーは経験を積んでくると、朗読に挑戦したくなる傾向がある。  

井出の声質は、高音寄りで、朗読を読むのには少し声に幅が足りないところもあり、  

まったりと聞こえてしまいがちになっている。 
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委員： 

登場人物によって声色を変えてみたり、読み手である井出さんの工夫や頑張りは伝わってくるが、 

やはり、技量が試されるコーナーだと思う。 

誰もが知っている作品ではなく、知らない作品を取り上げる方がいいと思う。  

 

委員： 

「B-UP」には数多くのコーナーがあり、JFN のコーナーや喋り手が変わるなど比較的大きな  

変化のある場面などでは、前後のコーナーとの繋ぎを意識したコメントが一言入ると親切に思えた。 

３時間半の番組全体の流れが、よりスムーズに感じられるよう、もっと工夫があってもよい。  

 

（以上） 

 

（２）その他  

なし 

 

（３）次回開催日程について  

次回の開催を１０月１７日（月）とすることについて、全出席委員の了解を得た。  

 

 

６  答申または改善意見に対してとった措置および年月日  

  なし 

 

 

７  答申または意見の概要を公表した場合、公表の方法および年月日  

（１）放送  ９月２５日（日）午後７時５５分の「レディオベリーインフォメーション」内  

（２）書面  本社事務所に備え置き  

（３）インターネット  エフエム栃木ホームページ内  

 

 

８  その他の参考事項  

なし 


